











2000 年 9 月 11 日から 12 日にかけ台風 14 号が，愛知
県を中心として東海地方に名古屋地方気象台観測史上最
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Abstract
A record heavy rainfall hit the city of Nagoya between September 11th and 12th 2000.  Nagoya is one of Japan's
three mega cities.  It lies in the delta area of the Nohbi alluvial plain, an area with poor drainage.  The storm,
known as the 2000 Tokai flood disaster, inundated 67,325 houses throughout the area and caused the biggest eco-
nomic loss in 40 years.  This paper clarifies some features of the 2000 Tokai flood disaster based on an analysis of
data collected from the disaster-stricken areas.  The results are as follows:
(1) Ninety-nine percent of the damage from the 2000 Tokai flood disaster occurred in residential and industrial lots
in urban areas.  Among these, the most severely damaged areas were developed after the 1950’s and through peri-
ods of high economic growth. 
(2) Seventy-three percent of the damage in the inundated areas was caused by inland flooding. 
(3) The economic loss associated with property damage, the highest in the Nagoya area in the past 40 years, result-
ed from breaches in the dikes along the Shinkawa River.  This occurred over a period of about 12 hours when flood
waters were diverted from the Shonai River into the Shinkawa River. 
(4) The amount of general damage was recorded at 186 million yen per hectare of land in the areas inundated with
flood waters from breached dikes, which is 26 times higher than the damage to the flooded inland areas (7 million
yen per hectare). 
































雨量 567mm，最大日雨量は既往最大の 240.1mm の 1.8
倍の 428.0mm（9 月 11 日），最大 24 時間降水量は既往
最大の 277.5mmの約 1.9倍の 534.5mm（9月 11日午前
5時～ 12日午前 5時）と，名古屋地方気象台観測史上最
大の降雨量となった．日雨量を拡張フェア式により計算








量（11 日午後 6 時～ 7 時）93mm，







所で最大 1 時間降水量が 50mm/h を
以上を記録し，そのうち 4 か所では
100mm/h を越えた．また，9 月 11 日
午後 6 時～ 9 時には， 3 時間で
212mmという猛烈な豪雨が降った．
名古屋地方気象台の時間降雨の変化






までの 1 時間に時間最大雨量 93mm
を記録し，午後 8 時 47.5mm/h，午後
9 時 7 2 . 5 m m / h と 3 時間で合計
2 1 3 m m が降った．その後，1 時間
17.5～ 44.5mm/hの豪雨が断続的に続




主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 100 －
1 調査対象地域位置図





者 10名，負傷者 106名，全壊・流失家屋 42棟，半壊家
屋 137 棟，床上浸水 28,363 棟，床下浸水 44,205 棟，被
害額 7,267 億円（一般資産等被害額 6,606 億円，公共土
木施設被害 605 億円，公益事業被害 57 億円）の被害が
発生した（ 1a）．6県の中で最も被害が大きかった愛知





川が 18 か所で破堤，313 か所で溢水し，29,413ha が浸
水した．一方，山間部では尾張北部や東三河北部を中心
に，崖崩れが 251 か所，地すべりが 3 か所，土石流が 3
か所で発生した．また，竜巻により，11日午後 6時頃に
愛知県美浜町で 24人が負傷し，さらに南知多町で家屋 3
棟が被害を受け，11 日午後 8 時 30 分頃には名古屋市緑
区大高町で，家屋の損壊被害が発生した．災害発生時に
は，避難勧告・指示が愛知県内の約 213,989 世帯，約
554,402 人に出され，被災人口は 173,524 人に達した．
この結果，死者 7 名，負傷者 101 名，家屋の全壊・流失








大動脈である JR 東海道新幹線は 11 日，12 日の両日で
























Fig. 3 Hourly amount of rainfall for









Fig. 4 Area damaged by the 2000 Tokai flood disasters.
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 104 －
1 2000年東海水害県別被害一覧と愛知県の一般資産等被害額（国土交通省河川局，2001から作成）
Table 1 Damages in six prefectures from the 2000 Tokai Flood Disaster.
一般 公共 公益 一般 公共 公益 一般 公共 公益 
山梨 13 61 26 31 13 510 70 580 1 5 203 660 869
長野 7 70 2 24 345 5 17 132 5 15 22 37 2 5 69 428 504
岐阜 3 11 3 32 320 8 21 61 9 614 43 657 25 12 229 274 540
静岡 6 24 4 76 8 35 67 11 78 4 35 39
愛知 61 32 7 298 220 13 73 73 24 11,578 15,869 27,447 14 113 27,606 41,154 68,887
三重 37 29 2 78 62 2 19 30 2 434 180 614 2 252 1,654 1,908
合計 114 179 14 436 1,084 28 164 362 53 13,218 16,195 29,413 42 137 28,363 44,205 72,747
山梨 3,632.1 3,632.1 3,260.9 145.8 1,788.9 93.8 10.6 36.7 5,336.7 60.2 0.2 60.4
長野 2,562.7 54.0 2,616.7 9,454.7 227.8 10.6 2,565.9 728.3 2.2 12,989.5 186.8 0.8 187.6
岐阜 7,103.0 11,671.3 18,774.3 9,473.6 884.1 4,726.6 508.9 2.1 15,595.4 1,377.5 0.8 1,378.3
静岡 141.9 141.9 4,229.9 253.5 692.2 5,175.6
愛知 630,602.6 691.2 631,293.9 14,663.6 1,560.0 4,224.6 267.9 20,716.1 3,729.9 236.6 3,966.5
三重 4,114.2 40.6 4,154.8 554.1 3.5 92.6 8.9 10.9 0.3 670.4 64.3 0.4 64.6








































































（ｃ） 平成12年愛知県産業区分別事業所資産被害額 ※ 




















35% に相当する 11,412ha が浸水した．名古屋市内の主
な被災地は，新川や新地蔵川の破堤・溢水により浸水し
た西区（浸水家屋 7,237 棟）や北区（3,393 棟），天白川
の溢水，内水氾濫により被災した天白川沿いの天白区
（1,352 棟），緑区（1,660 棟），南区（7,365 棟），瑞穂区






名古屋市(2001)による被害一覧表（2001 年 3 月 30 日
現在）を 3 に示す．住家被害は全壊 4 棟，半壊 98 棟，
一部破損 18棟，床上浸水 9,818棟，床下浸水 21,852棟，











費を約 1 億 6 千万円，被服寝具その他の生活必需品の給








残りの 2,923 棟は床上浸水で，しかも床上 1m 以上の家








よると（ 5），全世帯 6,568 世帯（18,776 人）の 52%
に相当する 3,403 世帯（10,364 人），その内訳は，床上
浸水 2,165世帯（6,408人），床下浸水 1,238世帯（3,956
人）であった（新川町，2000）．特に，被災世帯数が多か






主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 106 －
2 市町村別一般資産等被害額（国土交通省河川局，2001から作成）
Table 2 Damages from the 2000 Tokai Flood Disasters in each city and town.
名古屋市 ※ 567,100 113,553,700 114,120,800 4 93 12,923 23,570 36,590 4 11,254 33,338 44,596 － 4,209 45,514 239,474,621 89,257 239,563,878 
西枇杷島町 209,000 1,630,000 1,839,000 － － 2,923 13 2,936 － 4,009 13 4,022 67 811 10,002 126,879,136 － 126,879,136 
新川町 455,000 3,295,000 3,750,000 － － 2,391 1,231 3,622 － 2,407 1,619 4,026 119 85 917 28,962,672 － 28,962,672 
小計 1,231,100 118,478,700 119,709,800 4 93 18,237 24,814 43,148 4 17,670 34,970 52,644 186 5,105 56,433 395,316,429 89,257 395,405,686 
豊山町 414,000 531,499 945,499 － － 210 78 288 － － 78 78 － 105 1,463 3,815,928 － 3,815,928 
師勝町 840,400 1,801,990 2,642,390 － － 1,520 1,206 2,726 － 1,389 1,191 2,580 － 131 1,595 16,461,134 32,868 16,494,002 
西春町 5,100,000 69,396 5,169,396 － － 276 763 1,039 － 210 763 973 － 84 1,100 3,747,590 － 3,747,590 
春日町 176,600 2,076,400 2,253,000 － － 177 40 217 － 13 29 42 － 17 53 455,353 － 455,353 
清洲町 2,080,000 1,200,000 3,280,000 － － 154 325 479 － 128 431 559 － 46 417 1,997,693 18,674 2,016,367 
小計 8,611,000 5,679,285 14,290,285 0 0 2,337 2,412 4,749 0 1,740 2,492 4,232 0 383 4,628 26,477,698 51,542 26,529,240 
合計 9,842,100 124,157,985 134,000,085 4 93 20,574 27,226 47,897 4 19,410 37,462 56,876 186 5,488 61,061 421,794,127 140,799 421,934,926 
市区町 
村名 
水害区域面積（㎡） 被害家屋棟数（棟） 被災世帯数（世帯） 
床下 計 計 
全壊 
















Table 3 Damages sustained from the 2000 Tokai Flood Disaster in Nagoya city.




Photo 1 The Nagoya metropolitan area was inundated by the
2000 Tokai flood disaster. 
4 2000年 9月東海水害における名古屋市の災害対応
経費（名古屋市，2001）
Table 4 Emergency Management Costs of Nagoya city.
　　救助事務に要した経費 




　　　　避難所設置費 延   46,016人　 124 5,750,253 
　　　　応急仮設住宅設置費 
　　（2）炊出しその他による 
　　　　 食品給与費 延 143,258人　 1,113 159,567,743 
　　（3）飲料水供与費 
　　（4）被服寝具その他生活 
　　　　 必需品給（貸）与費 11,260世帯 4,347 48,949,957 
　　（5）医療及び助産費 延 289人　 5,261 1,520,673 




　　（8）学用品の給与費 814人　 2,426,417 
　　　　小学生児童 585人　 2,880 1,685,145 












































屋市北部では 10m ～ 5m，西部から西南部は 5m ～マイ
ナス 2m である．庄内川左岸，すなわち名古屋側は，右








































Table 5 Damages sustained by the 2000 Tokai Flood Disaster
in each district of the town of Shinkawa.
（平成12年9月25日現在） 
戸数 人員 戸数 人員 
坂町 165 422 99 265 264 687 
東町 99 273 22 77 121 350 
中河原 4 10 42 110 46 120 
下河原 16 50 24 61 40 111 
横町 149 407 44 133 193 540 
下堀江 71 216 2 3 73 219 
旗本 88 271 134 414 222 685 
西堀江 405 1,234 144 480 549 1,714 
外町 152 426 172 505 324 931 
西町 4 8 0 0 4 8
寺野 109 306 87 298 196 604 
鍋片 34 93 64 191 98 284 
助七 295 982 154 558 449 1,540 
阿原 409 1,228 189 680 598 1,908 
豊町 165 482 61 181 226 663 







主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 110 －
6 濃尾平野の地形（新修名古屋市史編纂委員会，1998を編集）















































主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 112 －
8 濃尾平野地盤沈下累積図：昭和 36年から平成 8年（愛知県，2000を編集）





Fig. 9 Map of rivers, drainage systems and pumping stations in the surveyed area.















Fig. 11 Pamphlet announcing
an outage at the pump-




Fig. 12 Geomorphological profile of the
Nonami area in the river valley
plain.























































































































































































































































































































































































































































































（明治 42）年には人口が 39 万人，1923（大正 12）年に





























































































6 庄内川下流部水害史（西枇杷島町文化財調査委員会，1995 ; 名古屋市，2000から作成）
Table 6 Record of flood disasters downstream on the Shonai River.
矢田川（猪子石）破堤 
1597 慶長2年 右岸 
1603 慶長8年 江戸幕府開く 
1605 慶長10年 木曽川御囲堤（犬山～弥富） 
完成/名古屋城の普請始まる 
1610 慶長15年 災害後，庄内川護岸工事実施 
（～1614）/堀川開削 
1624 寛永元年 右岸(上条村＝春日井市） 
1626 寛永3年 右岸 生棚（北区）で田畑に土砂流 
入 
1626 寛永3年 右岸(上条)





1633 寛永10年 入鹿池築造 
1666 寛文6年 大出水，田畑が水害 
1666 寛文6年 右岸(水場)
1674 延宝2年 右岸 被害不詳 
1681 天和元年 右岸(下小田井堤） 
1687 貞享4年 矢田川で水死1
1688 元禄元年 右岸(下小田井堤)
1694 元禄7年 0.5 枇杷島出水 
1697 元禄10年 0.3
1698 元禄11年 0.27 枇杷島出水 
1699 元禄12年 0.45 枇杷島出水 
1701 元禄14年 田畑に多少の被害 
1701 元禄14年 0.72 右岸(二ツ杁，法界門） 甚目寺はじめ海部郡浸水，枇 
杷島出水 
五条川破堤，勝川破堤 
1701 元禄14年 0.73 右岸(二ツ杁，法界門） 50年以来の大水 矢田川破堤(稲生)
1702 元禄15年 油ヶ淵に新川開削 
1704 宝永元年 右岸(上条）180m
1704 宝永元年 0.45 枇杷島出水 
1705 宝永2年 0.38 枇杷島出水 
1705 宝永2年 0.52 枇杷島出水 
1706 宝永3年 右岸(上条）90m
1712 正徳2年 0.35 枇杷島出水 
1714 正徳4年 右岸(味鋺堤） 
1714 正徳4年 0.46 枇杷島出水 
1715 正徳5年 矢田川出水，氾濫 
1715 正徳5年 0.29 枇杷島出水 
1721 享保6年 右岸・左岸不明 寛政以来の大洪水 
1722 享保7年 各河川で出水，氾濫 
1739 元文4年 左岸(万場南) 稲葉地・中村以南が泥海とな 
る 
1750 寛延3年 右岸(生棚） 田畑に土砂流入，味鋺・如意 
浸水 
八田川破堤 
1755 宝暦5年 薩摩藩による木曽川・揖斐川 
分流工事完成（宝暦治水） 








1758 宝暦8年 右岸・左岸不明 
1765 明和2年 0.8 右岸（味鋺） 30か村が被害 如意・豊場より五条川端まで浸 






1779 安永8年 0.8 五条川破堤 
1779 安永8年 1.00 右岸（味鋺・比良・大野木） 民家水没 五条川破堤 災害後，新川の開削，五条川 
大治水工事　1784（天明4）～ 







1783 天明3年 0.6 破堤なし 
1783 天明3年 破堤なし 大野木で堤防崩れ 
1784 天明4年 0.6 右岸（上条） 2-3日間通行不能 
1787 天明7年 新川開削/洗堰築造工事完成 
1789 寛政元年 右岸（東山畑） 
1802 享和2年 1
1803 享和3年 0.6
1803 享和3年 0.9 東の村で大水 
1804 文化元年 0.7 瀬古村で大水 
1808 文化5年 長雨，出水 
1808 文化5年 諸々で大木が倒れ，民家が崩 
れる 
1809 文化6年 0.8 被害なし 




右岸（味鋺） 枇杷島橋流失 諸川で水溢れる（合瀬川の六 
ツ師村，瀬古村で堤防決壊） 






洪水位 破堤 被害状況 被害状況 
庄内川 







洪水位 破堤 被害状況 被害状況 
庄内川 
1816 文化13年 0.7 枇杷島出水 
1821 文政4年 0.8 豊場村（西春日井郡）で決壊 
1822 文政5年 0.75









1848 嘉永元年 右岸・左岸不明 各河川で氾濫 
1849 嘉永2年 洪水で田畑の作物ほとんど腐 
る 
1850 嘉永3年 0.8 右岸（味鋺・比良・上条・下 
津尾） 
72年ぶりに小田井輪中へ切込 矢田川（瀬古）破堤 
1850 嘉永3年 西春日井郡で水害 
1853 嘉永6年 右岸（神領） 
1854 嘉永7年 右岸（松河戸） 
1854 嘉永7年 右岸（神領） 
1855 安政2年 0.88 右岸（勝川・味鋺・大留・上 
正光寺・上条）140m
昨年地震で壊れた堤防未修理 新川堤所 ・々矢田川・野添川 
破堤，床上浸水，流失家屋出 
る 
1856 安政3年 右岸（勝川） 
1857 安政4年 右岸（勝川） 
1859 安政6年 右岸（松河戸） 
1863 文久3年 右岸（松の内） 
1865 慶応元年 左岸（瀬古・名切），右岸 
（勝川・味鋺） 
諸川氾濫 
















1868 明治元年 入鹿池堤防決壊 
1871 明治4年 矢田川出水，氾濫 
1881 明治14年 西枇杷島で浸水 
1881 明治14年 下志段味村落合で18m 名古屋西部の住家で床上浸水 
1m
1882 明治15年 右岸 各河川で氾濫 洗堰大改修・堤防改修 








1885 明治18年 不明 富田村で床上1m浸水 
1886 明治19年 新川堤防決壊，付近の各村に 
氾濫 
1887 明治20年 木曽三川分流工事着手 
1891 明治24年 香流川・矢田川増水，決壊1， 
山崩れ1，道路破損1，田畑浸 
水20ha，家屋浸水2
1891 明治24年 不明 浸水 
1891 明治24年 不明 勝川・矢田川・新川堤防の崩 
壊，橋柱が折れ中央から水面 
まで落ちる 
1895 明治28年 日比津地内の二重堤防 耕地28ha氾濫 日比津の二重堤防が決壊 
1896 明治29年 右岸（川中，長須賀） 床上30cm以上の浸水，家屋・ 
農地の被害が甚大 
1897 明治30年 高蔵寺で100m，守山町字 
川で約290m
三階橋が流失 
1898 明治31年 右岸（雛五村大留・瀬古） 
1898 明治31年 （瀬古） 
1900 明治33年 木曽三川分流工事完成 




1904 明治37年 庄内川堤防増築/新川洗堰大 
改築 






1906 明治39年 （志段味・桜佐・瀬古・字 
川）110～230m
1910 明治43年 名古屋精進川改修完成 
1911 明治44年 台風（西枇杷島） 
6 庄内川下流部水害史（西枇杷島町文化財調査委員会，1995 ; 名古屋市，2000から作成）








洪水位 破堤 被害状況 被害状況 
庄内川 
1911 明治44年 1 左岸（川中） 矢田川決壊 堤防を最高水位上1mまで高め 
る改修工事開始（～昭和2年） 
1912 大正元年 堤防140m破堤（大留） 




1913 大正2年 河港課発足 
1921 大正10年 近年で2番目に激しく，被害大 伊勢湾で高潮 
1921 大正10年 流域で破堤氾濫 矢作川破堤氾濫 
1921 大正10年 大口村・小牧市・師勝村で堤 
防決潰，橋梁多数流失 
1927 昭和2年 五条川・新川の改修工事着手 
1928 昭和3年 被害小 





1932 昭和7年 破堤 橋が破損決壊 五条川，天白川等で時局匡救 
河川砂防事業始まる 
1934 昭和9年 勝川は増水により橋破損，多数 
の民家が浸水 
1934 昭和9年 東海道線一時不通 
1936 昭和11年 名古屋市：床下56戸 
1936 昭和11年 橋流失4か所，破損1か所 矢田川橋流失3か所 
1939 昭和14年 堀川改修工事完成 
1940 昭和15年 8つの橋が流失 
1941 昭和16年 庄内川改修工事着手 
1944 昭和19年 暴風雨（西枇杷島） 
1947 昭和22年 台風（西枇杷島） 
1950 昭和25年 庄内川，中小河川改良事業着 
手 
1951 昭和26年 日光川，中小河川改良事業着 
手 
1953 昭和28年 渥美半島は暴風雨と高潮によ 
り被害 
1954 昭和29年 台風（西枇杷島） 
1955 昭和30年 台風（西枇杷島） 
1956 昭和31年 天白川，庄内川災害関連事業 
採択 



























1962 昭和37年 新地蔵川完成/日光川河口締 
切堤完成/ポンプ場新設2か所 
1963 昭和38年 ポンプ場新設4か所 
1964 昭和39年 ポンプ場新設3か所/名古屋港 
高潮防波堤完成 
1965 昭和40年 ポンプ場新設3か所/堀川，河 
川汚濁対策事業開始 
1966 昭和41年 ポンプ場新設4か所 
1967 昭和42年 県単独小規模河川改修事業開 
始 





































6 庄内川下流部水害史（西枇杷島町文化財調査委員会，1995 ; 名古屋市，2000から作成）
Table 6 Record of flood disasters downstream on the Shonai River.







































































































66.5 名古屋市：床上2，床下207 県下都市計画区域内の浸水実 
績図公表完了 
1985 昭和60年 日光川3，4号放水路調査着手 
1986 昭和61年 ポンプ場新設1か所 
1987 昭和62年 
9. 4
































































6 庄内川下流部水害史（西枇杷島町文化財調査委員会，1995 ; 名古屋市，2000から作成）






















2000（平成 12）年 9 月 11 ～ 12 日にかけての記録的
な豪雨は，調査地域の河川に基本計画高水位を越える大
洪水をもたらした．庄内川流域では，総雨量（ 3 のハ
ッチ部分が庄内川流域）が，中下流域で 3 0 0 m m ～
































年東海水害を含む平成 12 年度の水害被害総額は 12,050
億円であった．これは，1875（明治 8）年以降の 125 年
間の水害では第 18位に（ 17.1）相当し，最近 40年間
に限ると，1982（昭和 57）年長崎水害，1976（昭和 51）
年長良川堤防決壊，1972（昭和 47）年七夕豪雨，1961
（昭和 36）年室戸台風に続く，第 5 位の大きさであった
（ 17.2）．この平成 12年度の水害被害の内訳をみると，
一般資産等被害額（農作物を含む）の比率が 82.5%と最
近 40 年間で最も大きく，1964（昭和 39）年から 1999
（平成 11）年までの 39 年間の平均的な比率 29.8% の約
2.8 倍であった．そのため，平成 12 年度の一般資産等被
害額（農作物含む）は 9,900億円と，過去 40年間で最大
値を記録した（ 17.3）．これは，1964（昭和 39）年か
ら 1999（平成 11）年までの 39年間の平均値 2,310億円
の 4 倍以上の額であった．また，近年，一般資産水害密
度（ 17.4）が，増加傾向を示していたが，平成 12 年
度は，この傾向がさらに加速した．
被害が集中した愛知県では，一般資産等被害額（農作
物を含む）が， 1 に示したように，被害総額 6,560 億
円の 96%に相当する 6,313億円と，被害のほとんどを占
めていた．一般資産等被害額（農作物を含む）では，家






Fig. 16 Record of the large flood water discharge from the





所資産 3,042 億円，事業所応急対策費 116 億円，営業停





支払総額（ 7）は，2001 年 3 月 31 日の時点で日本損
害保険協会加盟の 32 社を対象にした調査結果によると
1,030 億円で，そのうち自動車保険による支払額は 545
億円（58,000 台分）と 53% を占めた．今回の水害を既
往風水害と比較すると，1991年台風 19号の 5,679億円，
1999 年台風 18 号の 3,147 億円，1998 年台風 7 号の
1,600 億円に続き，過去 4 番目の規模であった．なお，
自動車保険の支払額についてだけみると 545 億円と，近
年最大であった（2001年 5月 16日付中日新聞朝刊）．
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 124 －
7 水害保険・自動車保険の支払い額（平成 13年 5月
1日付中日新聞）












































Photo 3 Diverting the flood water
from the Shonai River into





Fig. 17.1 Record of the economic loss





Fig. 17.2 Record of the economic loss
from flood disasters between
1961 and 2000.
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 126 －
17.3 一般資産等水害被害額の割合変遷：昭和 29年～平成 12年（平成 12年版水害統計：国土交通
省河川局，2001）
Fig. 17.3 Record of the ratio of private sector economic loss to the total damage, 1961 to 2000.
17.4 一般資産等水害密度の変遷（平成 12年版水害統計：国土交通省河川局，2001）










和 45）年 7 月豪雨，1979（昭和 54）年に続く第 6 位の





一方，床上浸水 11,142 棟に限ると，最大の 1970（昭和











































世帯 52,644 世帯，被災事業所数 5,105 か所（ 2 参照）
と，4.9 世帯/ha と大きな値であった．自治体別では，そ
れぞれ，名古屋市が 44,596世帯，4,209か所で 4.3世帯/ha，
新川町が 4,026 世帯，85 か所で 12.5 世帯/ha，西枇杷島













266,820 18,350,000 18,616,820 （16%） 
455,949 10,891,400 11,347,349 （9%） 
30,040 2,821,900 2,851,940 （2%） 
478,291 86,415,400 86,893,691 （73%） 
























































































3 支店と ATM 8 か所，名古屋銀行では 2 支店と ATM 4





業新聞； 9 月 13 日付中日新聞）．中部電力の変電所が，
12 日午前 5 時過ぎに 2 か所（名古屋市北区楠町変電所，


























5 避難： 1～ 2.5mの浸水深となった西枇杷島町ではゴムボートで避難した： 12日午後 5時頃
（毎日新聞社提供）
























Photo 9 Protecting a subway station from flood waters with sand bags.
10 地下通路の浸水　11日午後 7時 55分：名古屋市東区地下鉄大曽根駅 7番出入り口
（中日新聞社提供）
Photo 10 Entrance to the subway line filing up with flood water.
写真は冊子をご覧下さい。
写真は冊子をご覧下さい。
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 132 －
18 商工関係の被害を伝える新聞（9月 13日付日本経済新聞：掲載許可）
Fig. 18 Newspaper article reporting the economic loss of the 2000 Tokai Flood Disaster.
写真は冊子をご覧下さい。










7,237 棟，中村区に 2,749 棟，南部の中川区に 2,869 棟，
港区に 951棟，南区（1/2）に 3,681棟，そして西枇杷島















































Table 9 Landform and damaged houses.
北区 2,221 1,172 3,393
西区 2,450 4,787 7,237
中川区 266 2,603 2,869
港区 77 874 951
中村区 106 2,643 2,749
守山区（1/2） 59 189 248
南区（1/2） 987 2,694 3,681
西枇杷島町 2,923 13 2,936








天白区 1,000 352 1,352
緑区 834 826 1,660
瑞穂区 485 1,427 1,912
南区(1/2) 987 2,695 3,682








中区 4 27 31
東区 53 209 262
熱田区（1/2） 54 325 379
昭和区 31 281 312








名東区 42 68 110





























































































































主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 136 －
20 新川流域浸水域図（愛知県，2000；名古屋市，2000 ; 西枇杷島町，2000 ; 新川，2000をもとに編集）




Fig. 21 Area around Nishi-biwajima Town flooded by the 2000 Tokai Flood Disaster.
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 138 －
22 西枇杷島，新川町周辺の水害地形分類図（大矢，杉浦（1979）を編集）




区に 1,352 棟，緑区に 1,660 棟，瑞穂区に 1,912 棟，南






うに 2m 以上におよぶ浸水深となった．標高 9m 以下の
地域が浸水し，標高 6m 以下の地域では浸水深が 2m 以
上となり，2.5m もの最大浸水深が観測され，1,133 棟





















がみられる．浸水家屋数は，中区 31 棟，東区 262 棟，
熱田区（1/2）379棟，昭和区 312棟，千種区 217棟，合





23 野並地区浸水状況図（基図　1:10,000地形図；愛知県，2000 ; 天白消防署，2000を編集）
Fig. 23 Depth of inundation in the Nonami area by the 2000 Tokai Flood Disaster.
5.3.2
5.3.3
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 140 －
24 名古屋市内浸水域図（名古屋市，2001を編集）




高図に a ～ i の英字で記入した．多くの浸水域は，水の
集まりやすい谷地形に沿って分布することが分かる．
2 0 0 0 年東海水害では，雨水排水路の能力を超える




























でも，破堤による被災域に 2,231 億円と全体の 56% が，
有堤部溢水に 542 億円の 14% が，無堤部溢水による浸
水域に 395 億円の 10% が分布する．また，一般資産水




















川等破堤により 731 億円，第 7 段階の新川溢水により
292 億円，第 8 段階の新川破堤（西区）により 1,500 億
円，合わせて 2,523 億円と，全被害額 3,953 億円の約
64% 相当が発生した．なお，残りの外水氾濫を浸水原因
とする被害額は，第 3 段階の山崎川溢水に 7 億円，天白
川溢水には全被害の 16% に相当する 639 億円が分布し
た．
内水氾濫は，被害額全体の約 20%を占めたが，それは
第 2 段階に 565 億円，第 5 段階の天白川沿いの谷底低地












Table 11 Areas damaged by the 2000 Tokai Flood Disaster and
private sector economic loss.
破堤 18,350,000 16% 223,105,367 56% 121,583
有堤部溢水 10,891,400 9% 54,234,703 14% 49,796
無堤部浸水 2,821,900 2% 39,510,082 10% 140,012
内水 86,415,400 73% 78,466,277 20% 9,080



















Table 10 Series of events during the 2000 Tokai Flood Disasters.
9.10 夜から 各地 台風14号と秋雨前線による大雨洪水警報，鉄道ダイヤの乱れ，一部の学校が休校 
9.11 1:45 西枇杷島町役場 大雨洪水注意報（第1非常配備） 
5:29 名古屋地方気象台 愛知県西部地方に大雨洪水警報を発令 
5:29 西枇杷島町役場 大雨洪水警報（第2非常配備・・・宿直対応） 
5:29 名古屋市 雷・波浪注意報，災害警戒本部設置（第一非常配備） 
6:00 新川町役場 水場川ポンプ場職員配置 




午後 空の便 運航見合わせ 
13:00 西枇杷島町役場 町内パトロール実施（2班） 
13:30 伊勢自動車道 勢和多気―伊勢インター間上下線通行止め 
東名阪自動車道 蟹江―桑名間上下線通行止め 
中央自動車道 多治見―小牧ジャンクション間上下線通行止め 
13:50 東海道新幹線 徐行運転開始 
14:00 名古屋市都市高速全線で40㎞/ｈの速度規制 
14:00 西枇杷島町役場 小田井排水機場職員派遣（2名） 
14:00 西区 小田井排水機場職員派遣 
14:30 西枇杷島町役場 小場塚排水機場職員派遣（1名） 
14:30 西区 小場塚排水機場職員派遣 
15:00 新川町役場 ポンプ場責任者配置（土器野・下河原・堀江・豊田川） 
15:30 西枇杷島町役場 町災害対策本部設置．二ッ杁ポンプ場職員配置（1名） 
15:45 庄内川枇杷島橋アンダーパス閉鎖 
16:00 新川町役場 災害対策本部設置 
16:40 新川町役場 ポンプ場職員配置（土器野・下河原・堀江・豊田川・水場川） 





17:00 JR新幹線 米原―豊橋間運行休止 
17:00 日光川 日光川水防警報 
17:02 西区 水場川が増水　河川巡視へ職員派遣 
17:15 新川町役場 第1次非常配備職員配置 
17:30 八田川 八田川水防警報 
17:40 新川町役場 消防団出動要請，役場消防倉庫にて待機 
18:00～19:00 名古屋市 時間雨量50mmを19地点で越えるうち3地点では100mm以上を観測 
18:00 新川町役場 時間雨量70mmを記録 
18:00 新川 新川水防警報 
18:00 西区 各所で道路冠水あり 
18:00 名古屋市 稲穂運動場エレベーター浸水 
18:00過ぎ 天白区野並ポンプ場 5台のポンプが稼働 
18:15 新川町役場 新川水防警報1号　17:50現在4m55cm
18:15 瑞穂区 道路冠水あり 
中川区 床上浸水・道路冠水あり 
18:20 新川町役場 新川左・右岸に警戒活動 
18:25 千種区 道路冠水等被害情報あり 
18:30 北区 楠西学区が浸水の危険あり 
18:45 庄内川左岸 近鉄アンダーパス閉鎖 
18:40～翌 7:10 名古屋港管理組合 中川運河閘門の7台のポンプを稼働，毎秒約40トンを排水 
18:50 天白消防署 元八事で玄関浸水との電話連絡あり 
18:51 新川町役場 新川水防警報2号　18:30現在5m55cm
19:00 天白区野並地区 床上浸水発生 
19:00 緑区汐田地区 浸水 
19:00 名古屋市 緑生涯学習センター浸水 
19:00 守山区 農業用水の樋門の開閉について問い合わせあり 
19:00～20:00 天白消防署 救援要請の電話７件あり 
19:06 名古屋市 1時間雨量97mm，観測史上第1位を記録 
19:09 天白川 天白川水防警報 
19:15 天白消防署 「水が来て玄関のドアが開かない」との電話あり 
19:20 日光川 日光川水防警報 
19:20 守山区 庄内川のり面崩壊の連絡あり 
19:30 守山区 道路冠水のため通行止めの要請あり 
19:30 中区 道路，公園等が冠水 
熱田区 住民から救助要請あり 
19:30 名古屋市南区 マンホールから水溢れる 
19:55 地下鉄舞鶴線 塩釜口―植田間冠水 
20:00～21:00 天白消防署 救援要請の電話8件あり 





Table 10 Series of events during the 2000 Tokai Flood Disasters.








20:10 伊勢湾岸道路 全面通行止め 
20:13 西枇杷島町役場 名古屋土木事務所よりポンプ操作規制等の確認 
20:15 新川町役場 下河原公民館への自主避難有り（近藤議員より電話） 
20:20 新川町役場 3町長（西枇杷島・清洲・新川）協議の連絡する 
20:25 名古屋市内地下鉄 運転見合わせ 
20:30 西枇杷島町役場 避難所開設6か所命令（町民会館・・・本部職員開設指示） 
西枇杷島小学校，古城小学校，西枇杷島中学校，福祉センター，創造センター， 
町民会館ホール 
20:30 緑区大高町下小川 竜巻が発生，アパートが一部損壊 
20:30 名古屋市営地下鉄 上小田井―八事間の折り返し運転に切り替え 
20:40 新川町役場 消防団下河原ポンプ場に出動 
20:40 西枇杷島町，新川町 西枇杷島町長，新川町長と打ち合わせ 
20:40 名古屋市 稲穂運動場事務室，地下電気機械室浸水 
20:59 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報1号　20:20現在5m72cm
21:00 西枇杷島町役場 消防団3分団を車庫待機 
21:00 名古屋市 緑環境事務所，鳴海工場，緑資源センター浸水 
21:00 愛知県，三重県 約4,900戸停電 
21:00 名古屋市東区 名古屋ドーム全体が浸水，公式戦初中止 
21:10 名古屋市緑区 8,884世帯に避難勧告 
21:20 地下鉄桜通線 鶴里―野並間冠水，中村区役所―桜山間の折り返し運転 
21:20 天白川 中江観測点で最大水位10m19cmを記録．水位が堤防天端に達した所あり 
21:28 西枇杷島町役場 小場塚ポンプ場へ消防団3分団急行指示 
21:30 地下鉄舞鶴線 上小田井駅冠水 
21:30 名古屋市地下鉄平安通駅 連絡線工事が原因でプラットホームまで浸水 




21:30 市バス ダイヤまひ 
21:32 西枇杷島町役場 土木協力会へダンプ借用要請 
21:36 西枇杷島町役場 消防団第1分団を庄内川観測所と土のう運搬へ配備，消防団第2分団庄内川JR下流 
土のう設置へ配備，消防団第3分団新川二ッ杁ポンプ場上流，JR土のう設置へ配備 
21:50 瑞穂区 マンホールの蓋が取れているとの連絡あり 
21:50 西区 水場川付近で床下浸水 
21:56 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報2号　21:00現在6m40cm
22:00 新川町役場 消防団及び職員土のう作り及び工法開始 
22:00 名古屋市 霞橋スポーツセンターで地下浸水 
22:00 名古屋市 観測史上第1位の日降水量366mmを記録 
22:00 名古屋市緑区 崖崩れ 
22:05 西枇杷島町役場 消防団第3分団 JR土のう設置（3段）・・・水面とスリキレ 
22:00頃 新川町役場 3町長（西枇杷島・清洲・新川）避難勧告協議 
22:10 新川町役場 消防団庄内川に警戒活動 
22:20 名古屋市西区 4,956世帯に避難勧告 
22:30 西枇杷島町役場 古城小学校へ先生到着 
22:30 緑区鳴海町 鳴海製陶社宅南側のり面が崩れ，一人が生き埋め 
22:30頃 天白川 南区で溢水 
22:40 西枇杷島町役場 西枇杷島中学校へ先生到着 
22:40 名古屋地方気象台 愛知県全域に大雨洪水警報を発令 
23:00 天白川野並地区 井の森町で2mの浸水深 
23:00 西枇杷島町役場 西枇杷島小学校へ先生到着 
23:00 北区我麻町 新地蔵川右岸破堤 
北区喜惣治付近 床上浸水 
緑区 緑区汐田ポンプ全面停止 
23:20 西枇杷島町役場 消防団第3分団JR土のう設置（3段追加） 
23:30 名古屋市 緑スポーツセンター地下機械室冠水 




23:45 名古屋市 水場川，扇川，天白川，地蔵川の水防活動および人命救助 
23:45 名古屋市 市長が自衛隊に災害派遣を要請 
23:55 西枇杷島町役場 避難勧告（消防団3分団による広報と自主防災会へ電話連絡） 
日付 時　刻 場　所 事　　　　　　項 




Table 10 Series of events during the 2000 Tokai Flood Disasters.
9.12 堀江ポンプ場 配電盤が水没し，稼働停止 
0:00 名古屋市 富田，山田工場，西資源センター浸水 
0:10 新川町役場 避難勧告（新川水位が0:00水場川ポンプ場で既往最大水位5m80cmに達したため） 
0:13 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報3号　11:30現在7m97cm
0:13 新川町 6,560世帯に避難勧告 
0:35 天白区野並地区 「井の森町屋根まで水」との電話あり 
0:46 緑区鳴海町 がけ崩れの男性1人の死亡確認 
0:55 名古屋市中村区 庄内川沿い24,553世帯に避難勧告 
1:00 新川 新川の水位が6mを越え，溢水が始まる（下河原，中河原，東町，助七，下堀江など） 
堀江豊田川ポンプでポンプが浸水し機能低下 
1:06 新川町役場 新川水防警報4号　0:40現在7m17cm
1:07 新川町役場 各河川において水位上昇ポンプ規制対処（FAX） 
1:15 庄内川・新川隣接地域 12学区に自主避難広報 
1:17 JR東海道線 三河三谷―幸田間で運転見合わせ 
1:40 西枇杷島町役場 新川の二ツ杁ポンプ場より上流50m付近越水 
1:59 天白区 野並ポンプ所ディーゼルエンジンポンプ1台停止 
2:00 西枇杷島町役場 消防団第3分団新川ストアー前で土のう設置 
2:00 名古屋市 稲武野外教育センターで土砂崩れ，井山川護岸崩壊 
名古屋市 打出下水処理場に河川水逆流，管廊冠水 
2:00頃 天白区野並ポンプ場 エンジン式ポンプの重油ポンプが故障，エンジン式1台が停止 
2:20 西枇杷島町役場 小場塚ポンプ，二ツ杁ポンプ場停止命令（県河川工事事務所の指示），受信後一部 
停止指示，第2幼稚園を避難所として開設 
2:20 新川町 小場塚ポンプ，二ツ杁ポンプ場停止命令（県河川工事事務所）を拒否 
2:24 西枇杷島町役場 西六公民館を避難所として開設 
2:30 新川町 堤防決壊による被害拡大防止のため，やむなくポンプの運転を停止(4か所） 
2:35 新川町 庄内川の水防活動を要請 
2:35 名古屋市 自衛隊派遣要請 
2:36 新川町役場 新川水防警報5号　2:10現在7m23cm
（排水ポンプの停止をお願いします） 
2:45 西枇杷島町役場 県災害対策本部へ自衛隊派遣要請（町長） 
東六軒町，問屋町の自治推進委員へ庄内川の越水危険連絡 
2:45 新川町 庄内川の溢水危険連絡　東六軒町，問屋町 
3:04 新川町役場 新川水防警報6号　2:40現在7m30cm
3:15 西枇杷島町役場 消防団第2分団庄内川JR下流土のう設置完了 
3:17 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報4号　2:20現在9m10cm
3:25 西枇杷島町役場 西六軒町へ庄内川の越水危険を周知するため高照寺へ連絡 
3:30 西区あし原町 新川左岸堤防が長さ100メートルに渡って破堤 
3:30 名古屋市 さらに390世帯に避難勧告 
新川町役場 新川水位が急激に60㎝位低下．その後排水ポンプ再開指示．しかしポンプ場浸水の 
ため，土器野ポンプ場のみ運転再開 
3:41 天白川野並ポンプ所 野並ポンプ所エンジンポンプ3台停止 
3:50 西枇杷島町役場 自衛隊派遣申請受理（第10後方支援連隊） 
3:50 守山区 140世帯に避難勧告 
4:00 西枇杷島町役場 古城小学校より「自動車が浮いている．運動場に水が入ってきた．2階へ避難する．」 
と連絡 
4:00 新川町 中小田井ポンプ停止 
4:00頃 甚目寺町 甚目寺第一廃機水場のポンプが故障，5時間後に復活 
4:05 西枇杷島町役場 県災害対策本部より自衛隊派遣申請受理の連絡 
4:05 新川町 新川の水防活動および人命救助活動要請 
4:12 西枇杷島町役場 名古屋土木事務所より新川左岸あし原公園の南で堤防が決壊したらしいとの連絡 
4:20 西枇杷島町役場 各避難所へ堤防決壊を報告 
4:30 新川町 水位の急激な低下から破堤を予想していたが，警察無線で決壊の報を聞く 
4:40 港区 5,000世帯に避難勧告 
未明まで 愛知県，三重県 愛知県で6回，三重県で1回，記録的短時間大雨情報が出される 
5:00現在 西枇杷島町役場 各避難所へ庄内川の水位減少を連絡 
5:00頃 天白区野並地区 最大湛水深（地盤高から2m40cm)となる 
5:30 西枇杷島町役場 ポンプ場全機停止 
5:45 天白区大坪 下池用水路内に消防団員が浮いているのを発見 
5:54 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報5号　5:10現在9m28cm
6:00 新川町役場 自衛隊派遣を県へ要請（ポンプ輸送・救助） 
6:10 西枇杷島町役場 自衛隊が町災害対策本部（役場）へ到着 
6:13 西枇杷島町役場 停電（災害対策本部） 
6:14 天白区 側溝に落ちた消防団員の死亡を確認 
6:30 トヨタ自動車 操業開始したが，ラインは断続的 
6:40 西枇杷島町役場 ガス供給停止の連絡（危険防止） 
7:00現在 愛知県内災害現場 自衛隊員668人が，12か所で救助活動 
7:00頃から 愛知県 主要駅，主要道路で電話回線のつながりにくい状況，加入者89万人に影響 
7:20 西枇杷島町役場 災害救助法及び食料を尾張事務所行政課長へ要請（町長） 





Table 10 Series of events during the 2000 Tokai Flood Disasters.
9.12 8:00現在 名古屋市内 144,000世帯，364,000人に避難勧告 
8:00 新川町役場 消防団浸水地域に救助活動 
8:55 西枇杷島町役場 住民救助のため救命ボートを県災害対策本部へ要請 
9:00頃 天白川 警戒水位まで下がる 
9:49 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報6号　9:00現在8m35cm
10:00過ぎ 野並ポンプ場 ポンプ運転再開 
10:43 JR東海道線 運転再開，18時間止まっていた「ひかり」244号が発車 
11:00現在 名古屋市 15,000人が避難 
11:00頃 天白区野並ポンプ場 すべてのポンプが復旧 
11:50 新川町役場 自衛隊派遣排水ポンプ輸送に出動 
12:50 JR名古屋駅 ひかり244号が到着 
14:00 西枇杷島町役場 県防災対策本部へ医療品，紙，蝋燭，ミルク，紙オムツ，生理用品を依頼 
14:24 東海道新幹線 東京―新大阪間24時間ぶりに運転再開，ダイヤは終列車まで乱れ 
17:40 新川町役場 庄内川枇杷島水防警報7号　16:20現在4m81cm解除 









？ 三菱自動車工業 愛知県内4工場を休止 
20:00現在 三重県 行方不明１人，軽症1人，半壊１戸，がけ崩れ51か所 
？ 愛知県 メーカー，金融，流通などの企業で操業停止相次ぐ 
？ 通産省 被害を受けた愛知県内の中小企業を対象に，災害復旧貸し付けを開始 
21:08 新川町役場 自衛隊派遣排水ポンプ輸送作業完了 
9.13 0:50 北区楠 停電のためつけていたろうそくが燃え移り，木造かわらぶき二階建て住宅が全焼 
1:00 西枇杷島町役場 現地指揮本部設営（県，丹羽，木村，鷲見） 
3:00頃 西枇杷島町 ボランティアのボートが盗難される 
3:00頃 西枇杷島町役場 現地指揮本部設置（町，県，西部消防） 
未明 西枇杷島町 避難所にようやく食料が届き始まる 
朝 地下鉄 名城線を除き平常運転開始 
朝 西区新川決壊箇所 土のうを積み上げ，ポンプ車約20台で排水作業 
8:15 西枇杷島町役場 応急ポンプ場設置のため，堤防の放置車両を強制撤去開始 
9:30 西枇杷島町役場 小場塚，二ツ杁ポンプ場手動でゲートを上げる 
9:36 西枇杷島町役場 避難所拡大（グランドメゾン，サンコート，三菱社宅） 
10:30 野並ポンプ場 排水ポンプ停止 
11:00 西枇杷島町役場 警察へ防犯巡回を要請（巡回実施中と回答があった） 
新川堤防決壊箇所の応急復旧工事終了 
11:00 天白市 77歳の女性が自宅で死亡していると通報．水死の可能性 
11:10 名鉄 運転を再開 
午後 地下鉄 平常通りの運行態勢に戻る 
15:20 西枇杷島町役場 二ツ杁ポンプ場復旧，小場塚ポンプ場一部復旧，仮設ポンプ場運転 
自動車ディーラー等 路上で冠水した車の移動や修理の要請，問い合わせが殺到 






23:00 新川町役場 消防団自宅待機 









14:00 新川町役場 横町公民館へ消毒液配布(263本） 
14:30 新川町役場 下堀江公民館へ消毒液配布（102本） 
15:40 新川町役場 自衛隊派遣を県へ要請（防疫） 
夜 NTTドコモ東海 つながりにくい状態が解消 
9.15 西区，天白区など 東海銀行や名古屋銀行など連休中も臨時営業 
愛知県内被災地 ボランティアが本格的に支援活動開始 
午前 名古屋市 天白区の一部に避難勧告 
18:30 新川町役場 西堀江駐在員宅へ消毒液配布（840本） 
18:30 新川町役場 河原公民館へ消毒液配布（965本） 
20:30 新川町役場 豊町総代宅へ消毒液配布（273本） 
20:30 新川町役場 寺野公民館へ消毒液配布（410本） 
日付 時　刻 場　所 事　　　　　　項 
主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 146 －




内水氾濫散発 名古屋等 － － － － － － － － － － － － － － － 
名古屋（境川） 4 48,656 7 0 4 0 4 0 0 11 26 0 26 12,164 6.5
名古屋（荒子川） 588 2,080,571 918 187 0 0 187 0 0 1,105 1,181 61 1,242 3,538 2.1
名古屋（山崎川） 717 6,521,712 2,399 365 7 2 374 0 0 2,773 3,427 164 3,591 9,096 5.0
名古屋（庄内川） 4,957 39,467,052 8,331 1,778 325 0 2,103 0 0 10,434 12,406 983 13,389 7,962 2.7
名古屋（大江川） 340 3,625,338 981 299 0 0 299 0 0 1,280 1,256 98 1,354 10,663 4.0
名古屋（中川運河） 562 4,195,403 2,782 188 0 0 188 0 0 2,970 3,071 81 3,152 7,465 5.6
名古屋（日光川） 679 388,251 220 16 0 0 16 0 0 236 251 7 258 572 0.4
新川町（新川） 12 148,823 22 19 0 0 19 0 0 41 40 1 41 12,402 3.4
7,859 56,475,806 15,660 2,852 336 2 3,190 0 0 18,850 21,658 1,395 23,053 （7,186） （2.9） 




（山崎川） 有堤部溢水 名古屋 47 704,929 102 54 0 0 54 0 0 156 235 37 272 14,998 5.8
無堤部浸水 名古屋 282 39,510,082 327 79 41 1,239 1,359 11 0 1,697 2,244 488 2,732 140,107 9.7
有堤部溢水 名古屋 589 24,352,902 2,720 1,998 0 0 1,998 0 0 4,718 4,840 512 5,352 41,346 9.1
871 63,862,984 3,047 2,077 41 1,239 3,357 11 0 6,415 7,084 1,000 8,084 （73,305） （9.3） 




排水路 内・外水氾濫 名古屋（天白川） 783 21,990,471 1,835 1,554 220 61 1,835 0 0 3,670 5,256 745 6,001 28,085 7.7
新地蔵川破堤 名古屋 386 72,586,363 349 648 1,314 875 2,837 0 0 3,186 4,136 889 5,025 188,048 13.0
新川破堤（北区） 名古屋 643 532,827 87 44 1 0 45 0 0 132 161 5 166 829 0.3
1,029 73,119,190 436 692 1,315 875 2,882 0 0 3,318 4,297 894 5,191 （71,058） （5.0） 
名古屋 136 363,023 211 25 0 0 25 0 0 236 228 12 240 2,669 1.8
新川町 317 28,813,849 1,209 770 944 658 2,372 0 0 3,581 3,986 84 4,070 90,895 12.8
453 29,176,872 1,420 795 944 658 2,397 0 0 3,817 4,214 96 4,310 （64,346） （9.5） 
名古屋 643 23,107,041 2,301 459 594 546 1,599 82 4 3,986 5,878 127 6,005 35,936 9.3
西枇杷島 163 126,879,136 13 35 89 2,799 2,923 0 0 2,936 4,022 811 4,833 778,400 29.7







※ 名古屋 （約11） － － － － － － － － （約190） － － － － － 




































































４ 11日 21～22時半頃 
　小計欄（　　）は ａ/ｂ，ｃ/ｂ の値 
　　　　　　※ 水害統計では段階9に分類されるものが無いので参考値を（　　）で示した． 
合　　　　計 







































部を設置，午後 4 時 40 分にはポンプ場に職員を配置し
た．
9 月 11 日午後 6 時～ 10 時頃，調査地域で一斉に内水
氾濫が発生し，被災面積が急増した．なお，内水氾濫で
も災害拡大経過が異なった天白川沿いの谷底低地の被害
は段階 5とした．段階 2では，全浸水面積の 66%に相当
する 7,859haが浸水し，全被災家屋数の約 44%に相当す
る 18,850 棟が被災した．しかし，床下浸水 15,660 棟，
5.4.4







Fig. 25 Expansion process of the damage from the 2000 flood disaster.
床上浸水 3,190棟（1cm～ 49cm以下 2,852棟，50cm～








後 6時までの 1時間に 50mm以上の降雨強度が名古屋市
内の 9地点で観測され，さらに午後 7時までの 1時間に，
市内の 19 観測点で 50mm 以上を記録し，そのうち 3 地
点では 100mmを越えた．名古屋地方気象台では，午後 7
時までの 1 時間に時間最大雨量 93mm を記録し，続いて
午後 8 時 47.5mm，午後 9 時 72.5mm と 3 時間で合計
213mmに達する猛烈な豪雨となった．午後 7時には，名



















































を過ぎた頃から増水をはじめ，1 時間 93mm という豪雨
となったのに呼応し，午後 6時 10分を過ぎると急増水し，
午後 7 時 10 分には，第 1 ピーク水位 4.81m が，午後 9
時には第 2 ピークが観測された．第 1 ピーク水位の出現
は，流域面積が約 4.5 倍の天白川の第 1 ピーク出現時刻
の約 2時間前であった．山崎川で発生した有堤部溢水は，
ピーク水位が発生した午後 7 ～ 9 時頃と推定できる．こ
の有堤部溢水により，宅地 47haが浸水し，一般資産被害
は全被害の 0.2% に相当する 7 億円が発生した．一般資








浸水 3,047 棟，床上浸水 3,357 棟（1cm ～ 49cm 以下
2,077棟，50cm～ 99cmが 41棟，100cm以上 1,239棟）
と，半数以上が床上浸水と，段階 2 の内水氾濫と比較す
ると激しい水害であった．その結果，一般資産水害密度




防警報が日光川では午後 5 時，新川では午後 6 時，天白
川では午後 6時 50分に発令された．午後 8時を過ぎると
河川増水に伴い，香流川では左岸堤防のり面が崩れるな
どの被害も発生した．天白川流域では，9 月 11 日から
12 日にかけて総雨量 556mm，時間最大雨量 77mm が降
った（愛知県，2000）．特に下流部の天白川本川と扇川で





位に達し，午後 8時 20分には基本計画高水位 T.P. 8.66m
を超え，午後 9時 20分には既往最高水位を更新する最大
水位 T.P. 10.19m（901.2m3/sec）を記録した．野並付近
































最大浸水深は 2.5m，湛水継続時間は 40 時間に達した．
野並地区を含む天白川沿いの谷底低地の内水氾濫の被災
域は 783ha と全被害の 7% に相当し，そこでは，全被災
家屋の 9% に相当する 3,670 棟，全被災事業所の約 15%
に相当する 745 か所が浸水し，全被害の 7% に相当する
220 億円の被害額が発生した．浸水の程度では，床下浸
水 1,835 棟，床上 1,835 棟（床上浸水の内訳は，1cm ～



























Fig. 26 Hydrograph of the  Tenpaku River at the Tenpaku station and  the Yamazaki Rivesr at Mizuho
Station, September 11 to 12, 2000.
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9時 20分には最大水位 T.P. 10.19mを記録した．その後









































午前 3 時 41 分には 3 台のポンプが停止した．浸水深は





盤高を下回るようになり，午前 10 時 30 分には排水ポン
プが停止された．















る氾濫による被害は段階 6 に 2 段書で示したが，面積は





拡大した．被災域は 453ha と全被害の 4% に相当し，そ
こで，全被災家屋の 9% に相当する 3,817 棟，全被災事
業所の約 2% に相当する 96 か所が浸水し，全被害の約
7% に相当する 292 億円の被害額が発生した．浸水の程
度では，床下浸水 1,420 棟，床上浸水 2,397 棟，その内
訳は 49cm以下 795棟，50cm～ 99cmが 944棟，100cm
以上 658棟であり，全浸水家屋の 63%は床上浸水と，大
きな被害となった．その結果，一般資産水害密度は
64,346 千円/ha と段階 2 の内水氾濫の約 5 倍近い値とな
った．
（災害経過）
28 は新川久地野地点（位置は 20 参照）のハイド
ログラフである．中小河川新川は，午後 1 時頃から増水
をはじめ，11日午後 5時 50分には警戒水位（T.P. 5.7m）





び上昇を始めた．分流は翌 12 日午前 11 時～ 12 時頃ま
で続き，最大 270m3/s が分流した（愛知県，2000）．12
日午前 0 時頃に，新川の水位が水場川排水機場地点で過
去最高の 5.80m に達したため，新川町では午前 0 時 10
分避難勧告を全町に出した．水位は上昇を続け，12日午
前 2 時 50 分に最高水位 T.P. 7.32mに達し，12 日午前 8






溢水時刻は，午前 1 時 40 分頃と確認されている． 20
に示したように，新川右岸に沿い，1～ 1.5mの深い浸水
域が分布する．12日未明には新川町阿原地区の浸水はす





































被害の程度では，床下浸水 2,314 棟，床上浸水 4,522 棟
（49cm 以下が 494 棟，50cm ～ 99cm が 683 棟，100cm
以上が 3,345棟）と，床上浸水家屋が全体の 65%を占め








流が始まり，再上昇した．12 日午前 2 時 50 分に最高水
位 T.P. 7.32mに達し，緩やかに下降したが，基本計画高




12 日午前 3 時 30 分頃，新川が名古屋市西区あし原町左


















Fig. 28 Hydrograph of the Shinkawa and the Suiba Rivers, September 11 to 12, 2000.
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主要災害調査 第 38号 2002年 7月
－ 154 －





Photo 12 The right bank of the Shinkawa River was inundated







Photo 13 The left bank of the Shinkawa River was breached at Nishi-ku, Nagoya city.





Photo 14 The left bank of the Shinkawa River was breeched at Nishi-ku, Nagoya City. The urban area was
















関が警戒を強めているなか．12 日午前 4 時 30 分には既
往の最高水位を上回り，枇杷島橋と東海道本線の間，中
















とになった．分流は 12 日午前 11 時～ 12 時頃まで続き，
最大 270m3/sec が分流した．名古屋市では，午前 0 時に
第 4 非常配備体制（配備人員 9,073 人）へと移行し，警
戒態勢を強化した．庄内川沿いの西区には午後 10 時 19
分，西枇杷島町には午後 11 時 55 分，新川町には 12 日
午前 0 時 13 分に避難勧告が発令された．12 日午前 2 時
20分には庄内川が，基本計画高水位 T.P. 9.18mを越え，





が，今回は，最大 333m3/sec（11 日午後 8 時）の雨水が
29 庄内川枇杷島地点の出水状況と内水排水ポンプ運転状況（国土交通省庄内川工事事務所（2000）を編集）
Fig. 29 Hydrograph of the Shonai River at Biwajima Station and the Discharge from the pumping station along the
Shonai and Yata Rivers, September 11 to 12,  2000.
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主要災害調査　第 38号　2002年 7月
－ 158 －






































































































































































2 ）朝日新聞社（2000）：朝日新聞平成 12年 9月分．
3 ）中日新聞社（2000）：縮刷版平成 12年 9～ 12月号．







































・災害時気象速報　「平成 12 年台風第 14 号及び前











































































2000年 9月 11日から 12日にかけ，東海地方に降った名古屋地方気象台観測史上最大の総雨量 567mm，最大
時間雨量 93mm という豪雨が，名古屋市圏に大水害をもたらした．現地調査で得られた知見や災害関係資料を，
被害の分布やその拡大過程に焦点をあてて分析し，2000年東海水害の特徴を明らかにするとともに，具体的な災
害の様相も合わせて報告する．概要は次の通りである．
(1)河川では，基本計画高水位を越える大洪水が発生し，1級河川庄内川が溢水，その分水路の機能を持つ新川が
破堤，市街地では雨水排水路網の氾濫，排水ポンプの運転調整など，超過確率洪水への対応が迫まられた水害で
あった．その結果，名古屋都市圏では，2m を超える浸水深が記録されるなど大被害となり，一般資産等被害額
（農作物を含む）は過去 40年間で最大となった．
(2)調査地域では被災域の 99%は宅地等の市街地であった．特に，大被害が集中したのは，戦後から高度成長期に
開発が進んだ，低湿で排水不良の庄内川右岸側の沖積低地や尾張丘陵の谷底低地であった．
(3)内水氾濫域が浸水域の 73%と，面積的には大半を占めたが，被害額の大半は，新川の破堤・溢水に伴い発生し
た．この新川の破堤・溢水は，一級河川庄内川の洪水が分流され，長時間基本計画高水位以上の水位が継続して
いる中で発生した．破堤による浸水域の一般資産水害密度は，内水氾濫域の約 26倍の大きなものとなった．
(4)新川の破堤による氾濫や，天白川沿いの谷底低地の内水氾濫では，地形的な要因が被害を大きくしていた．
：豪雨災害，都市型水害，被害，2000年東海水害
